
（１）加工・業務用キャベツのコスト削減に向けた
生産性の向上

（２）キャベツ収穫機の導入による収穫作業の省力
化

（３）水田の畑地化推進と高収益作物の定着促進

加工用キャベツ導入による経営の多角化と若い人材の雇用の場づくり

【設 立】 基盤整備を契機にH25年4月設立
【組 合 員】 151人
【経営面積】 151ha
【経営内容】 水稲132ha、大豆25.4ha、麦4.7ha、

なたね2.9ha、キャベツ 3.１ha、
園芸品目（トマト 、いちご、
ぶどう）(R5年作付）

１．農事組合法人のきの郷（安来市）

女性の雇用の場を確保するため、H25年に特産
部を創設し、トロ箱によるトマト栽培を開始。
H28年には、時間当たり収益性の高い露地品目

としてキャベツを選定し、水稲・キャベツ・大豆によ
る２年３作体系で年間雇用体制と経営の多角化を
実施。

H28～29年に「農業振興支援事業（JAしまね）」
により、移植機・高畝運搬機・畝立機・施肥機を導
入し機械体系を整備。H29年には「担い手確保・
経営強化支援事業」により野菜出荷調製棟を整
備。
[主な販売先]
加工用：JAアグリ島根
青果用：市場、直販、学校給食等

２．取組の経過及び概要

河津一行 代表理事

（１)若い人材の雇用の場を確保
イチゴ・ぶどう・トマト・キャベツによる経営多角化によ

り、周年で作業量を確保することで、県立農林大学校
卒（2名）、特定地域づくり事業協同組合（1名）等、若
い人材を雇用。
キャベツは冬季の作業量確保のため重要な品目と

位置づけ。
また、作物毎に担当者を配置し、責任を明確にする

ことで人材育成。

（２）秋冬キャベツの反収
向上に向けた取組

河津一行 代表理事

３．取組の成果

４．課題と今後の取組方向

農林水産基本計画取組事例⑨

「人づくりが物づくり。人が育たないと物は作れ
ません。」

人材確保には周年での作業量が必要ですの
で、キャベツは欠かせない品目のひとつです。

能義第二地区農地整備事業（経営体育成型）
（H20～27年度）

〈問合せ先〉東部農林水産振興センター安来農業部 安来地域振興第二課 0854-22-2341

[作付体系]

機械化体系を導入し、
作業の効率化を図るとと
もに病害虫防除、除草対
策、定植時のかん水対策、
品種構成の検討等、反収向上に向けた各種取組
を実施し、全国平均並の反収を確保できる水準に
到達。

半自動定植機による定植
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